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5１
　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言

　
中
で
も
、
今
後
３
年
間
の
　
歳
以

65

上（
第
１
号
被
保
険
者
）の
介
護
保
険

料
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
介
護
職
員

の
待
遇
改
善
の
た
め
の
報
酬
引
上
げ

や
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
な
ど
を
見

　
「
行
政
改
革
大
綱
」
は
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
す
た
め
の
計
画
で
す
。

　
見
直
し
後
の
計
画
で
は
、平
成
　
年
27

度
当
初
の
職
員
数
を
、
合
併
前
の
　13

年
度
当
初
の
旧
野
田
市
職
員
数
で
あ

る
、
千
　
人
を
１
人
下
回
る
千
　
人

31

30

と
す
る「
職
員
削
減
計
画
」の
推
進
や
、

国
の
基
準
よ
り
高
い
率
で
支
給
さ
れ

て
い
る
地
域
手
当
を
、　
年
度
ま
で

22

に
基
準（
３
パ
ー
セ
ン
ト
）ま
で
引
き

下
げ
る
職
員
給
与
の
適
正
化
な
ど
の

「
経
費
削
減
策
」を
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
指
定
管
理
者
制
度
な

込
む
と
保
険
料
の
基
準
月
額（
第
４
段

階
）が
、前
計
画
の
３
千
　
円
か
ら
４

725

千
　
円
に
上
が
っ
て
し
ま
い
、
国
の

40
　
「
第
４
期
老
人
福
祉
計
画
及
び
介

護
保
険
事
業
計
画（
野
田
市
シ
ル
バ
ー

プ
ラ
ン
）」は
、３
年
ご
と
に
介
護
施
設

の
整
備
計
画
や
介
護
保
険
料
な
ど
を

ど
の「
民
間
活
力
の
導
入
」
や
、
今
ま

で
皆
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
取
り
組
ん

で
き
た
、ご
み
減
量
や
防
犯
対
策
な
ど

の
、「
市
民
と
の
協
働
」に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
大
綱
で
は
職
員
の
シ
フ

ト
勤
務
に
よ
る
市
民
課
窓
口
の
日
曜

日
開
設
な
ど
、
経
費
を
抑
制
し
た
中

で
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
新
大
綱
の
指
針
に

基
づ
き
、
６
月
か
ら
公
民
館（
野
田
・

川
間
・
南
部
梅
郷
を
除
く
）と
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
の
開
館
時
間
は
、
９

時
か
ら
８
時
　
分
に
早
ま
り
ま
す
。

30

軽
減
策
を
考
え
て
も
大
き
く
負
担
増

と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担

を
少
し
で
も
小
さ
く
し
よ
う
と
、
市

の
「
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
」

の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
、
４
月
か

ら
の
保
険
料
は
、
前
期
よ
り
　
円
下

125

げ
た
３
千
　
円
と
し
て
い
ま
す
。

600

　
ほ
か
に
も
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
対
策
な
ど
と
し
て
、
介

護
保
険
施
設
の
整
備
に
も
取
り
組
み
、

ま
た
、今
年
度
か
ら
は
新
た
に
、介
護

予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
育
成

を
目
指
す
講
習
会
も
行
う
計
画
で
す
。

　
「
第
２
期
障
害
福
祉
計
画
」
は
、

障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
や
就

労
支
援
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
む
た

見
直
す
も
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地

区
別
説
明
会
も
行
い
策
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
２
面
に
つ
づ
く
）

め
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
を
定
め

た
も
の
で
、
よ
り
地
域
の
現
状
や
ニ

経
費
を
抑
制
し
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す

「
行
政
改
革
大
綱
」

介
護
保
険
料
引
下
げ
や
介
護
施
設
整
備
計
画
な
ど
も

「
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
」

 地
域
生
活
移
行
と
就
労
を
支
援

「
障
害
福
祉
計
画
」

３ ２

１

全文は市役所やいちいのホールで全文は市役所やいちいのホールでもも

今春
か　

　ら 

　
市
で
は
、
行
政
運
営
を
効
果
的
・
効
率
的
に
進
め
て
い
く
た

め
、
市
民
意
見
を
反
映
し
策
定
し
た
「
総
合
計
画（
新
市
建
設
計

画
）」を
も
と
に
各
分
野
の
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、「
行
政
改
革
大
綱
」を
は
じ
め
と
す
る
５
つ
の
計
画
の
見
直
し

を
行
う
た
め
、
審
議
会
な
ど
の
委
員
の
方
々
の
活
発
な
議
論
や

ご
意
見
を
踏
ま
え
、ま
た
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」も
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
春
か
ら
は
、審
議
中
の「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」を
除
く
４
つ
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

 ささららななるる 「「
行
政
改

行
政
改
革革
」」「「
高
齢
者
福

高
齢
者
福
祉祉
」「」「
障
害
障
害
福
祉
福
祉
」」のの
推
進
推
進
やや

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　乳
幼
児
か

乳
幼
児
か
らら

高
齢
者
ま

高
齢
者
ま
でで

 

「
健
「
健
康
づ
く
り

康
づ
く
り
」」をを
支支
援援
すす
　

　
るる 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ４４
つつ
のの
計
画
計
画
がが
    ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト



許

　
「
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
　
」は
、

21

市
民
が
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
に
、
栄
養
や
運
動
、
休

養
な
ど
の
生
活
習
慣
や
健
康
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
な
が
ら
策

定
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
運
動
の
実
践
や
栄
養
に

関
す
る
取
り
組
み
は
、
市
民
の
要
望

も
多
く
、
生
活
習
慣
病
や
介
護
予
防

に
は
欠
か
せ
な
い
分
野
で
す
。

　
そ
こ
で
、　
年
度
末
ま
で
に
メ
タ

24

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
と

予
備
群
の
方
を
１
割
減
ら
す
目
標
を

掲
げ
て
、
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
や
減
塩
食
教
室
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
教
室
な
ど
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
年
代
を
問
わ
ず
に
、
継
続

　
ま
た
、就
労
支
援
で
は
、障
害
者
が

安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
に
、職
場

で
の
支
援
と
同
時
に
、生
活
面
の
支
援

も
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
が
独
自
に
開
設
し
た

「
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
教
育
機
関
、
福
祉
施
設
、

企
業
な
ど
と
の
連
携
・
強
化
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

も
深
め
て
い
き
ま
す
。

し
て
で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
や
、

子
育
て
支
援
の
た
め
の
乳
幼
児
健
康

診
査
や
親
子
教
室
な
ど
も
実
施
し
、

皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
向
け
、
各
種

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
書
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
・
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ

ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】
行
政
改
革
大
綱
の
こ
と

は
行
政
管
理
課
、シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
の

こ
と
は
高
齢
者
福
祉
課
、
障
害
福
祉

計
画
の
こ
と
は
社
会
福
祉
課
、
健
康

づ
く
り
推
進
計
画
　
の
こ
と
は
保
健

21

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８

－

ー
ζ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
よ

う
と
、
લ
ظ
の
計
画
や
実
੷
な
ど
を

౿
ま
え
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
　
年
度
末
ま
で
の
重
点
計
画
と
し

23
て
は
、
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移

行
を
一
層
進
め
る
た
め
、
市
独
自
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
の

運
営
費
補
助
、
入
居
者
に
対
す
る
家

賃
補
助
な
ど
に
よ
り
、
移
行
後
の
安

定
し
た
生
活
を
支
援
し
て
い
く
計
画

で
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予
防
対
策
も

「
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
　
」
２１

４

平
成
　
年
に
三
ツ
堀
地
先
に
開
設
し

17

た
「
三
ツ
堀
里
山
自
然
園
」（
約
８
・

　
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
は
、
樹
木
や
植

87物
、
昆
虫
、
鳥
類
、
さ
ら
に
水
辺
で

は
メ
ダ
カ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植

物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
園
内
に
は
、
湧
き
水
を
利
用
し
た

池
や
水
路
を
は
じ
め
、観
察
デ
ッ
キ
、

１
周
約
千
　
メ
ー
ト
ル
（
徒
歩
約
　

850

40

分
）の
散
策
路
、
あ
ず
ま
や
、
ト
イ

レ
、
駐
車
場
な
ど
も
備
え
ま
し
た
。

　
　
年
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

18
「
三
ツ
堀
里
山
自
然
園
を
育
て
る
会

（
石
山
啓
二
郎
会
長
）」が
発
足
し
、

保
全
活
動
や
里
山
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
、広
報
活
動
な

ど
、
官
民
協
働
で
自
然
園
の
管
理
・

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
５
月
　
日
に
里
山
ま
つ
り

31

　
今
年
で
４
回
目
と
な
る「
里
山
ま
つ

り
」を
、５
月
　
日
日（
雨
天
実
施
）　

31

13

時
か
ら
　
時
　
分
ま
で
、三
ツ
堀
里
山

15

30

自
然
園
南
側
広
場
で
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、「
三
ツ
堀
里
山
自
然
園
を

育
て
る
会
」の
主
催
で
、野
草
・
樹
木
・

野
鳥
な
ど
の
観
察
会
や
、
ザ
リ
ガ
ニ

市
民
と
と

市
民
と
と
もも
にに「
み
ど
り

「
み
ど
り
」」をを
保
全
保
全

　
　
　
  自
然
豊
か
な
ふ
る
さ

自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
とと
へへ

「
中
央
の
杜
」や「
市
民
の
森
」な
ど
の

整
備
や
維
持
管
理
、「
三
ツ
堀
里
山
自

然
園
」の
開
設
、江
川
地
区
の
ビ
オ
ト

ー
プ（
生
物
生
息
空
間
）化
、さ
ら
に
は

植
樹
活
動
な
ど
、積
極
的
に
自
然
環
境

　
み
ど
り
は
、
市
民
共
有
の
貴
重
な

財
産
で
す
。

　
市
で
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る「
野
田
市
総
合
計
画
」に

基
づ
き
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

５
年
目
を
迎
え
た「
里
山
自
然
園
」

　
可
能
な
限
り
、
自
然
の
ま
ま

の
里
山
の
環
境
を
残
そ
う
と
、

　
東
京
か
ら
　
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
野
田
市
に
は
、
数
多
く
の
自

30

然
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、「
野
田
市
総
合
計
画
」に
基
づ

き
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、「
中
央
の
杜
」や「
市

民
の
森
」な
ど
の
整
備
や
維
持
管
理
、「
三
ツ
堀
里
山
自
然
園
」の

開
設
、江
川
地
区
の
ビ
オ
ト
ー
プ（
生
物
生
息
空
間
）化
、さ
ら
に

は
植
樹
活
動
な
ど
、自
然
環
境
の
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。今
号
で
は
、新
緑
を
観
賞
で
き
る
施
設
の
案
内
と
、市
民

と
と
も
に
行
っ
て
い
る
み
ど
り
の
保
全
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

水とみどり豊かな「三ツ堀里山自然園水とみどり豊かな「三ツ堀里山自然園」」
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井
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医
医
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医
医
医
医
医

釣
り
、
輪
投
げ
な
ど
の
昔
な
が
ら
の

遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
多
く
の
催

し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
以

上
　
円
で
、
当
日
会
場
受
付
で
す
。

100
【
ア
ク
セ
ス
】ま
め
バ
ス「
南
ル
ー
ト
・
梅

郷
８
号
公
園
」下
車
徒
歩
約
８
分
、「
新

南
ル
ー
ト
・
福
田
中
前
」下
車
徒
歩
６
分

　
市
で
は
、
渋
滞
解
消
の
た
め
の
道

路
交
通
網
の
整
理
や
、
安
全
性
を
確

画
道
路
・
親
野
井
羽
貫
線
」は
、
県

道
・
結
城
野
田
線
と
木
間
ケ
瀬
の
羽
貫

地
区
を
南
北
に
結
ぶ
幹
線
道
路
で
す
。

　
全
線
開
通
に
向
け
、
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
未
開
通
部
分
の
次

木
親
野
井
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
の
工
事
も
、
歩
道
部
分
を
除
き
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、５
月
　
日
水
　
時

20

14

か
ら
、暫
定
的
に
全
線
開
通
し
ま
す
。

　
な
お
、
親
野
井
羽
貫
線
の
歩
道
と

県
道
の
歩
車
道
整
備
は
、
今
年
度
も

引
き
続
き
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
次
木
親
野
井
土
地
区
画

整
理
事
務
所
☎
７
１
９
８
 
１
１
１
５

－

　
　
都
市
計

画
道
路
 
 親
野
井
羽
貫
線
が
暫
定
開
通

　
　
　
　
県
道
へ
の
接
続
が
ス
ム
ー
ズ
に

「
中
央
の
杜
」に
　

　
は 
　
株
の
ヤ
マ
ユ
リ

３００

　
市
役
所
周
辺
の「
中
央
の
杜
」（
約
４・

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
）は
、キ
ン
ラ
ン
や
ギ
ン

ラ
ン
、ヤ
マ
ユ
リ
な
ど
、町
中
で
は
珍

し
い
植
物
が
生
息
す
る
雑
木
林
で
す
。

　
野
田
の
原
風
景
を
形
成
す
る
貴
重

植
え
た
ア
ジ
サ
イ
が
色
と
り
ど
り
に

咲
き
、６
月
下
旬
か
ら
は
自
生
し
た
見

事
な
ヤ
マ
ユ
リ
が
咲
き
始
め
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】ま
め
バ
ス「
中
・
南
・
新
南
ル

ー
ト
・
中
央
の
杜
」下
車
徒
歩
約
１
分

市
内
８
か
所
に「
市
民
の
森
」

　
市
街
化
区
域
や
隣
接
す
る
市
街
化

調
整
区
域
に
残
る
、
千
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
貴
重
な
樹
木
の
集
団
を
保

全
し
よ
う
と
、
市
で
は
、
昭
和
　
年
59

に「
野
田
市
緑
地
保
存
に
関
す
る
実
施

要
綱
」を
定
め
、地
権
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
市
民

の
森
」
と
し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、「
山
崎
市
民
の
森
」

「
宮
崎
市
民
の
森
」「
清
水
市
民
の
森
」

「
柳
沢
西
山
市
民

の
森
」「
柳
沢
北
耕

地
市
民
の
森
」「
親

野
井
市
民
の
森
」

「
清
水
修
景
緑

地
」「
岩
名
修
景
緑

地
」
の
８
か
所
を

指
定
し
て
い
ま
す
。

　
保
全
を
主
な
目

的
と
し
て
い
る
た

め
、山
林
内
に
は
立
ち
入
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、「
山
崎
市
民
の
森
」に
は
、

散
策
路
を
整
備
し
て
い
ま
す
の
で
、樹

木
や
野
草
な
ど
の
観
察
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

定
期
的
な
植
樹
活
動
も

　
市
で
は
、平
成
8
年
に
人
口
が
　
万
12

人
に
達
し
た
こ
と
や
、７
年
の「
み
ど

り
の
市
民
会
議
」の
答
申
な
ど
か
ら
、皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、９
年
に「
　
万
12

本
植
樹
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
９
年
に

発
足
し
た
「
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ

く
り
実
行
委
員
会
（
茂
木
康
男
会

点
植
樹
活
動
や
、
市
民
へ
年
間
千
本

以
上
の
苗
木
の
無
料
配
布
、「
み
ど
り

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
、

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
を
目
指
し
、
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
江
川
地
区
」を
ビ
オ
ト
ー
プ
に

　
市
の
最
南
部
に
位
置
し
、
大
規
模

な
谷
津
田
空
間
を
残
す
江
川
地
区
は
、

か
つ
て
開
発
事
業
者
に
よ
る
住
宅
地

整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

自
然
保
護
団
体
な
ど
と
共
同
で
「
自

然
環
境
保
護
対
策
基
本
計
画
」
を
策

１
本
で
も
多
く
後
世
に

み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
実
行
委
員
会

　
  佐
藤
隆
八
さ
ん（
岩
名
一
丁
目
）

　
東
京
か
ら
近
距
離
に
あ
る

野
田
市
に
は
、貴
重
な
里
山
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
里
山
は
、市
民
の
誇
り
で
す
。

守
り
続
け
る
に
は
、温
か
い
心

を
持
っ
て
、手
助
け
し
て
あ
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。憩
い
の

場
と
し
て
、後
世
に
残
す
た
め
に

も
、仲
間
と
協
力
し
て
、日
々
維

持
管
理
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

里
山
は
市
民
の
誇
り
で
す

三
ツ
堀
里
山
自
然
園
を
育
て
る
会

　
　
  石
山
啓
二
郎
さ
ん（
横
内
）

　「
　
万
本
記
念
植
樹
」の
ボ

１２
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、夫
婦
で
参

加
し
て
以
来
、植
樹
活
動
に
は

毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
み
ど
り
の
群
生
を

市
で
保
存
し
て
く
れ
て
い
ま
す

が
、そ
れ
で
も
年
々
減
っ
て
い

る
状
況
で
す
。１
本
で
も
多
く

後
世
に
残
せ
る
よ
う
、こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
平
地
林
と
し
て
、

ま
た
、過
去
の
里
山

の
風
景
を
伝
え
る

場
と
し
て
、総
合
計

画
に
基
づ
い
て
保

全
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
６
月
に
は
、

市
の「
　
万
本
記

12

念
植
樹
事
業
」で
、

日
光
街
道
沿
い
に

５月２０日

保
す
る
た
め

の
歩
道
拡
幅

な
ど
、
計
画

的
に
道
路
整

備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
「
都
市
計

サクラやツツジなどを各地サクラやツツジなどを各地にに

定
し
、
斜
面
林
な
ど
も
含
む
約
　
ヘ
90

ク
タ
ー
ル
の
ビ
オ
ト
ー
プ（
生
物
生
息

空
間
）
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
は
、有
機
肥
料
、減

農
薬
に
よ
る「
水
田
型
市
民
農
園
」を

開
設
し
、自
然
と
共
生
す
る
中
で
の
農

業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
の
課
、
農
政
課

長
）」
で

は
、
事
業

達
成
後
も

市
内
各
地

に
延
べ
１

万
２
千
本

以
上
の
拠

準備の進む県道接続部準備の進む県道接続部分分
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昨
秋
ご
ろ
か
ら
の
、
急
激
な
企
業

の
収
益
悪
化
に
伴
う
解
雇
や
契
約
を

更
新
し
な
い
雇
い
止
め
な
ど
が
全
国

的
に
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く

中
、市
内
で
も
無
料
職
業
紹
介
所
に
、

雇
用
の
問
題
で
相
談
に
来
ら
れ
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。

賃
金
の
１
割
を
事
業
主
に

　
そ
こ
で
市
で
は
、
新
た
な
雇
用
を

生
み
出
す
た
め
、昨
年
　
月
以
降
に
、

11

雇
用
先
か
ら
解
雇
や
雇
い
止
め
さ
れ

た
離
職
者
を
３
か
月
以
上
、
正
規
・

非
正
規
問
わ
ず
常
用
雇
用
し
た
事
業

主
に
対
し
、賃
金
の
　
パ
ー
セ
ン
ト
、

10

最
高
で
１
万
５
千
円
の
奨
励
金
を
支

給
す
る
「
緊
急
雇
用
対
策
奨
励
金
」

を
１
月
７
日
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　
同
奨
励
金
は
、
今
年
１
月
分
の
賃

金
か
ら
適
用
し
て
お
り
、
奨
励
金
の

支
給
は
、
雇
用
し
た
日
か
ら
　
か
月

12

以
内
で
す
。

　
ま
た
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

事
業
主
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共

職
業
安
定
所
）
か
市
の
無
料
職
業
紹

介
所
を
通
し
て
、
緊
急
雇
用
を
行
う

市
内
の
事
業
所
で
す
。

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　
な
お
、
４
月
か
ら
６
月
の
賃
金
分

の
奨
励
金
支
給
を
受
け
る
に
は
、
６

月
　
日
鍾
ま
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

30
　
以
降
、
３
か
月
ご
と
に
申
請
期
間

を
設
け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
事
業

主
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
対
策

　
市
で
は
、
就
職
し
た
い
若
年
者
や

事
業
主
な
ど
へ
の
支
援
も
行
い
、
雇

用
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
無
料
職
業
紹
介

　
市
独
自
の
職
業
相
談
員
が
、
市
内

の
事
業
所
を
訪
問
し
て
収
集
・
開
拓

し
た
求
人
情
報
な
ど
を
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク（
職
安
）と
は
別
に
、職
を
求
め
て

い
る
市
民
に
直
接
提
供
。
毎
週
鉦
・

鐘
・
鞘
は
市
役
所
２
階
の
職
業
相
談

室
で
、
毎
月
第
３
鍾
は
、
い
ち
い
の

ホ
ー
ル
４
階
の
第
２
集
会
室
で
、
い

ず
れ
も
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
、

９
時
～
　
時（
正
午
～
　
時
を
除
く
）

17

13

に
実
施
。

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ

　
市
内
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
　
歳
35

未
満
の
方
と
そ
の
親
を
対
象
に
、毎
月

１
回
、
就
職
や
転
職
に
関
す
る
相
談

に
、専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
す

る
と
と
も
に
、就
業
相
談
員
に
よ
る
求

人
の
紹
介
な
ど
を
行
う「
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
の
だ
」
を
、
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
で
無
料
で
開
催
。

◆
若
年
者
等
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金

　
職
場
へ
の
適
正
や
可
能
性
を
見
極

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
事

業
主
が
求
人
の
門
戸
を
広
げ
る
こ
と

を
期
待
し
、
市
内
在
住
の
　
歳
未
満

35

の
若
年
者
や
障
害
者
を
、３
か
月
間
、

試
行
的
に
雇
用
し
た
事
業
主
に
奨
励

金
を
支
給
。

　
な
お
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て

い
る
事
業
所
の
み
を
対
象
と
し
た
国
の

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
と
は
別
に
、市

で
は
、無
料
職
業
紹
介
所
に
登
録
し
て

い
る
事
業
所
を
対
象
。

◆
雇
用
促
進
奨
励
金

　
高
年
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と
り
親

を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、各
月

の
賃
金
の
　
パ
ー
セ
ン
ト
、上
限
１
万

10

５
千
円
の
奨
励
金
を
１
年
間
交
付
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

抽
選
で
枝
豆
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
市
で
は
、野
田
市
農
産
物
消
費
拡

大
推
進
協
議
会
と
共
催
し
、ま
め
バ
ス

回
数
券
の
表
紙
を
３
枚
集
め
た
方
に

野
田
産
の
枝
豆（
一
袋
　
グ
ラ
ム
入
り
）

300

を
抽
選
で
千
袋
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
、６
月
　
日
鞘（
必
着
）

12

ま
で
に
、回
数
券
の
表
紙
３
枚
を
一
口

（
何
口
で
も
可
）と
し
、郵
便
番
号
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、交
換
場
所（
市

役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
・
ゆ
め
あ
ぐ

り
野
田
）
を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５

27８
－

５
０
野
田
市
役
所
企
画
調
整
課
へ
郵

送（
直
接
持
参
も
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

※「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」で
交
換
希
望

の
方
は「
交
換
希
望
日
」を
明
記
　

　
結
果
は
全
員
に
通
知
。
当
選
者
は

７
月
５
日
醤
　
時
～
　
時
市
役
所
と

13

15

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
1
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
か
、
７
月
５
日
醤
～
　12

日
醤
の
９
時
　
分
～
　
時
　
分「
ゆ
め

３０

１８

30

あ
ぐ
り
野
田
」で
当
選
通
知
と
交
換
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

市
と
の
取
引
は
入
札
参
加
申
請
を

け
ま
す
。
要
領
を
熟
読
し
、
誤
り
や

不
足
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
登
録
期
間
は
、　
年
８
月
１
日
～

21

　
年
３
月
　
日
で
す
。

23

31

　
な
お
、
水
道
関
係
の
入
札
参
加
資

格
申
請
は
、
水
道
部
（
中
根
　
・
☎

324

７
１
２
４
 
５
１
４
５
）
へ

【
問
合
せ
】
管
財
課
契
約
係

－

　
平
成
　
・
　
年
度
の
「
入
札
参
加

21

22

資
格
申
請
書
」
の
追
加
受
付
を
行
い

ま
す
。
申
請
の
受
付
は
５
月
　
日
鉦

18

～
６
月
　
日
鉦
で
、
申
請
要
領
や
様

22

式
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

管
財
課
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
提
出
は
郵
送
か
宅
配
便
で
、
市
内

の
業
者
は
管
財
課
窓
口
で
も
受
け
付

ま
め
バ
ス

回
  数
 券

「
千
葉
国
体
」の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
対
象
は
、市
内
在
住
か
、在
勤・在
学

（
　
歳
未
満
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
）

18の
方
で
、募
集
人
数
は
　
人（
定
員
に
な

180

り
次
第
終
了
）で
、応
募
用
紙
は
、国
体

推
進
室
か
関
宿
支
所
、各
公
民
館
と
出

張
所
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
体
推
進
室

　
平
成
　
年
　
月
１
日
鞘
～
４
日
鉦

22

10

に
総
合
公
園
と
関
宿
総
合
公
園
の
体

育
館
で
開
催
す
る「
ゆ
め
半
島
千
葉
国

体
」の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会
と
今

年
８
月
　
日
上
、　
日
醤
の
リ
ハ
ー
サ

22

23

ル
大
会
の
運
営
補
助
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
５
月
　
日
か
ら
募
集
し
ま
す
。

15

 　
　
    　
解
雇
解
雇
等等

に
よ
に
よ
るる
 
離
職
離
職
者者
をを
雇
用
雇
用
す
る
す
る

           　
　
　
 事
業
主

事
業
主
にに
奨奨
励
金
励
金



漁

 
　下　
　

　
半
　

　
　
期
 

　財
政
事
情
を
公
表

平
　
成

　
年
度

20
　
市
で
は
年
２
回
、
一
般
会
計
な
ど

の
収
支
具
合
で
あ
る
財
政
事
情
を
公

表
し
て
い
ま
す
。本
号
で
は
、平
成
　20

年
度
下
半
期（
　
年
　
月
～
　
年
３

20

１０

21

月
）の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　
一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
予
算
　423

　
予
算
額
に
対
し
て
、
収
入
済
額
は

　
億
　
万
７
千
円
で
収
入
割
合
は
　

372

665

80

・
９
パ
ー
セ
ン
ト
、
支
出
済
額
は
　331

億
７
千
　
万
７
千
円
で
執
行
割
合
は

357

　
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

72　
な
お
、収
入
済
額
と
支
出
済
額
は
、

３
月
末
現
在
の
数
値
で
あ
り
、
決
算

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
財
政
課

億
２
千
　
万
円
か
ら
、
浸
水
被
害
に

100

対
す
る
応
急
対
策
事
業
や
定
額
給
付

金
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
給
付

事
業
を
含
む
５
回
の
補
正
を
経
て
、

　
億
９
千
　
万
９
千
円
と
な
っ
て
い

459

102

ま
す
。



禦

勤
労
者（
　
歳
ま
で
）。先
着
　
人
。５

35

12

月
　
日
鐘
～
　
日
醤
９
時
～
　
時

20

31

19

（
鉦
除
く
）に
直
接
同
ホ
ー
ム
☎
７
１

２
２
 
４
５
４
８
へ

◆
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
　
７
月

３
日
鞘
松
戸
市
民
会
館
で
。
午
前
は

給
油
取
扱
所
、午
後
は
一
般
の
講
習
。

受
講
手
数
料
４
千
　
円（
千
葉
県
収

700

入
証
紙
で
納
付
）。５
月
　
日
鉦
～
　

25

29

日
鞘
９
時
～
　
時
に
直
接
消
防
本
部

17

予
防
課
☎
７
１
２
４
 
０
１
１
４
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
音
楽
の
和（
輪
）コ
ン
サ
ー
ト
　
５

月
　
日
醤
　
時
～
　
時
つ
く
し
ん
ぼ

17

13

14

い
ち
い
店
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
草
笛
・
横
笛
・
朗
読
・
手
話
コ

ー
ラ
ス
・
合
奏
な
ど
。
当
日
会
場
へ
。

問
同
店
☎
７
１
９
８
 
７
０
４
０

◆
戦
争
か
た
り
べ
の
会
　
５
月
　
日
23

上
　
時
　
分
～
　
時
中
央
公
民
館

13

30

16

で
。
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
く
。
先

着
　
人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
日
佐

50
戸
☎
７
１
２
２
 
１
４
１
８

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ギ
フ
ト
　
５
月
　23

日
上
　
時
～
欅
の
ホ
ー
ル
で
。
一
般

16

２
千
円（
高
校
生
以
下
千
円
）。
前
売

券
は
文
化
会
館
、
欅
の
ホ
ー
ル
３
階

総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ブ
ッ
ク
ス
エ
ン

ド
ウ
川
間
店
・
関
宿
店
で
発
売
中
。問

文
化
会
館
☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

◆
野
田
い
け
ば
な
協
会
い
け
ば
な
展

－

－－

－

－

講
座
・
講
演
会

◆
前
進
座
公
演「
さ
ん
し
ょ
う
太
夫
」

出
演
俳
優
に
よ
る
講
話
　
５
月
　
日
24

醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
と
　
時
　

10

30

12

30

13

30

分
～
　
時
　
分
総
合
福
祉
会
館
で
。

15

30

６
月
　
日
醤
に
行
わ
れ
る
公
演
出
演

21

者
の
話
を
聞
く
。各
回
参
加
費
　
円
。

500

前
日
ま
で
 
野
田
文
化
研
究
会
☎
７

１
２
４
 
０
７
６
０
へ

◆
新
体
操
体
験
講
座
　
６
月
５
日
鞘

　
時
～
　
時
関
宿
総
合
公
園
体
育
館

17

18

で
。
リ
ボ
ン
を
使
っ
た
新
体
操
。
４

歳
～
小
学
生
。
先
着
　
人
。
参
加
費

20

　
円
。
事
前
に
又
吉
☎
　
 
１
１
２

500

080

０
 
８
２
６
３
へ

◆
野
田
公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
　

エ
ク
セ
ル
基
礎
編
…
６
月
５
日
鞘
、

９
日
鍾
、　
日
鞘
。
表
や
グ
ラ
フ
の

12

作
成
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
楽
し
も

う
…
６
月
　
日
～
　
日
の
毎
週
障
。

11

25

画
像
の
取
込
み
や
加
工
方
法
。
い
ず

れ
も
　
時
～
正
午
。
全
３
回
。
簡
単

10

な
文
章
入
力
が
で
き
る
　
歳
以
上
の

20

市
民
。
各
　
人（
抽
選
）。
費
用
　
円
。

23

500

５
月
　
日
鉦
必
着
で
往
復
は
が
き（
住

25

所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）
か

－

－

－

直
接
返
信
用
は
が
き
を
持
参
で
〒
　278

 
０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田
公

168

民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
ま
ち
の
仕
事
人
講
話
　
６
月
７
日

醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館

13

30

15

30

で
。八
木
竜
太
郎
氏（
 蒲
鉾
 １
級
技

か
ま
ぼ
こ

能
士
）に
よ
る「
蒲
鉾
作
り
　
技
を
磨

く
・
伝
え
る
」が
テ
ー
マ
。先
着
　
人
。

20

費
用
　
円（
学
生
　
円
、小
学
生
ま
で

500

250

　
円
）。事
前
に
 
野
田
文
化
広
場
☎

100７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
国
際
交
流
協
会
講
座
　
Ｍ
Ｙ
ゆ
か

た
作
り
…
６
月
６
日
～
７
月
　
日
の

25

毎
週
上
　
時
～
正
午
中
央
公
民
館

10

で
。
全
８
回
。　
人（
抽
選
）。
参
加

10

費
６
千
円
。
大
洗
ち
ょ
っ
ぴ
り
グ
ル

メ
な
散
歩
道
…
６
月
７
日
醤
８
時
市

役
所
玄
関
前
集
合
。　
時
帰
着
予
定
。

17

　
人（
抽
選
）。
参
加
費
　
円
。
い
ず

15

500

れ
も
５
月
　
日
鉦
必
着
で
往
復
は
が

25

き
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）

で
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
企

278

画
調
整
課
内
国
際
交
流
協
会
へ
。問

酒
井
☎
７
１
３
８
 
１
４
１
３

◆
着
付
け
教
室
　
６
月
　
日
～
７
月

17

　
日
の
毎
週
鐘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

15で
。
全
５
回
。
市
内
在
住
・
在
勤
の

－

－

－

－

－

－

５
月
　
日
上
、
　
日
醤
　
時
～
　
時

23

24

10

17

（
醤
は
　
時
ま
で
）
興
風
会
館
で
。生

16

け
花
　
杯
。
問
杉
本
☎
７
１
２
４
 

20

８
７
７
３

◆
押
し
花
作
品
展
　
５
月
　
日
醤
～

24

　
日
上
９
時
～
　
時
（
初
日
は
　
時

30

17

10

～
　
時
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
）
市

15

13

役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
押

し
花
絵
額
約
　
点
。
問
大
内
☎
　
 

60

̌̌̕

４
５
４
５
 
６
４
７
７

◆
寿
美
の
会
春
の
お
さ
ら
い
　
５
月

　
日
鉦
　
時
～
　
時
や
す
ら
ぎ
の
郷

25

10

14

で
。「
関
宿
し
ぐ
れ
」な
ど
の
舞
踊
を
発

表
。問
大
上
☎
７
１
２
２
 
６
４
４
４

◆
園
庭
開
放
　
５
月
　
日
鐘
、　
日

20

22

鞘
、　
日
鐘
　
時
～
　
時
　
分
 
た

27

10

11

30

ん
ぽ
ぽ
保
育
園
で
。乳
幼
児
の
親
子
。

先
着
　
組
。
当
日
会
場
受
付
。
問
同

10

園
☎
７
１
２
５
 
５
４
５
０

◆
親
子
で
遊
ぼ
う
３
Ｂ
体
操
　
５
月

　
日
鞘
　
時
～
　
時
北
部
公
民
館

29

10

11

で
。ボ
ー
ル
な
ど
を
使
い
音
楽
に
合
わ

せ
た
体
操
。２
歳
～
６
歳
の
子
と
親
。

先
着
　
組
。
事
前
に
地
域
子
育
て
支

15

援
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
フ
ラ
ハ
ラ
ウ
カ
レ
イ
ア
ロ
ハ
　
周
10

年
記
念
発
表
会
　
５
月
　
日
上
　
時

30

12

　
分
～
　
時
文
化
会
館
で
。
ハ
ワ
イ

30

16

ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
発
表
会
。
直
接

会
場
へ
。
問
野
中
☎
　
 
４
３
８
８

090

 
２
８
１
２

◆
移
動
子
ど
も
館
　
６
月
６
日
上
　13 －－

－

－

－

－－

－

時
～
　
時
光
葉
町
第
六
公
園（
五
木
）

15

で
。雨
天
・
荒
天
中
止
。
知
恵
の
輪
工

作
や
ゲ
ー
ム
な
ど
。
幼
児
は
保
護
者

同
伴
。
当
日
会
場
受
付
。
問
七
光
台

子
ど
も
館
☎
７
１
２
７
 
２
１
６
６

◆
ひ
の
で
の
森
ほ
い
く
園
写
真
展
　

５
月
　
日
醤
～
６
月
９
日
鍾
８
時
　

31

30

分
～
　
時（
初
日
は
　
時
～
、最
終
日

19

13

は
　
時
ま
で
）市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ

16
ラ
リ
ー
で
。
写
真
約
　
点
。
問
古
矢

50

☎
７
１
３
８
 
０
７
１
０

◆
人
権
擁
護
委
員
の
日
記
念
講
演
会

　
６
月
７
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
い

13

30

15

ち
い
の
ホ
ー
ル
で
。「
ハ
ン
セ
ン
病
」

が
テ
ー
マ
。
手
話
通
訳
あ
り
。
当
日

会
場
へ
。
問
人
権
施
策
推
進
課

◆
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
　
６

月
　
日
上
　
時
～
　
時
　
分
総
合
公

20

13

16

30

園
体
育
館
で
。
小
学
校
低
学
年
、
高

学
年
、中
高
生
の
部
。上
靴
や
水
筒
な

ど
を
持
参
。
６
月
　
日
上
ま
で
に
直

13

接
各
子
ど
も
館
へ
申
込
む
。
問
山
崎

子
ど
も
館
☎
７
１
２
４
 
６
７
３
９

◆
野
田
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
　
７
月
　27

日
鉦
、　
日
鍾
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場

28

ひ
ば
り
コ
ー
ス（
☎
７
１
３
８
 
１
１

１
２
）で
。市
民
の
み
。　
ホ
ー
ル
ス
ト

18

ロ
ー
ク
プ
レ
ー（
ぺ
リ
ア
方
式
）。参
加

費
４
千
円
。各
日
　
人（
抽
選
）。６
月

240

　
日
鉦
消
印
有
効
で
往
復
は
が
き
に

15住
所
・
氏
名
・
☎
・
性
別
・
生
年
月

日
・
プ
レ
ー
希
望
日（
一
人
１
日
の
み
）

－

－

－

－



魚

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

◎社会福祉施設整備基金に…諮５５,１２８円＝
普門寺坐禅会代表宗藤幸生様諮１０,０５７円＝
やぶ栄根津昭夫様　　
◎手をつなぐ親の会に…諮８５,８３６円＝ブラ
ンカの会浅子理恵子・由佳様

を
明
記
し
、
〒
　
 
０
０
１
２
瀬
戸

278

１
１
１
１
野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル

フ
場
ひ
ば
り
コ
ー
ス
へ
　

募
　
集

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
　
５
月
　
日
15

鞘
～
　
日
鞘
で
募
集
。募
集
団
地
や
戸

29

数
な
ど
は
市
報
５
月
１
日
号
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。問
建
築
指
導
課

◆
自
由
市（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）　

６
月
　
日
上
　
時
～
　
時
東
京
ベ
イ

13

10

15

信
用
金
庫
野
田
支
店
駐
車
場
で
。
雨

天
中
止
。　
区
画（
抽
選
）。
未
成
年

45

者
の
み
の
出
店
は
不
可
。
出
店
料
千

円
。
５
月
　
日
鞘
必
着
で
往
復
は
が

29

き
か
思（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
・
出

店
品
目
を
明
記
）
で
〒
　
 
８
５
５

278

０
野
田
市
役
所
商
工
課
思
７
１
２
３

 
１
３
５
６
へ

－

－

－

◆
総
合
公
園
水
泳
場
ア
ル
バ
イ
ト
　

７
月
１
日
鐘
～
９
月
８
日
鍾
８
時
　30

分
～
　
時
　
分
の
間
の
８
時
間
。
６

18

30

月
３
日
鐘
～
　
日
醤
９
時
～
　
時

21

19

（
鍾
除
く
）に
総
合
公
園
体
育
館
で
配

布
す
る
履
歴
書
で
同
館
へ
直
接
申
込

む（
面
接
あ
り
）。
問
総
合
公
園
体
育

館
☎
７
１
２
５
 
１
１
５
５

◆
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り
七
夕
２
０
０

９
の
参
加
者
　
８
月
８
日
上
、
９
日

醤
に
①
竹
飾
り
②
お
ど
り
パ
レ
ー
ド

の
団
体
・
個
人
③
自
主
イ
ベ
ン
ト
④
会

場
設
営
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
。

６
月
　
日
鞘
ま
で
に
商
工
課
へ

26
相
談
・
そ
の
他

◆
野
田
失
語
症
友
の
会
　
６
月
１
日

鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中
央
公
民

13

30

15

30

館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家
族
。
当

－

日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７
１
２
９

 
１
６
５
５

◆
水
道
な
ん
で
も
相
談
　
６
月
２
日

鍾
９
時
～
　
時
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

16

館
で
。６
月
１
日
～
７
日
の
水
道
週
間

に
ち
な
ん
で
開
催
。当
日
会
場
受
付
。

問
水
道
部
☎
７
１
２
４
 
５
１
４
５

◆
年
金
・
労
働
問
題
無
料
相
談
会
　

毎
月
第
２
・
４
醤
　
時
～
　
時
と
　
時

10

12

13

～
　
時
千
葉
県
社
会
保
険
労
務
士
会

15
東
葛
支
部
で
。事
前
に
同
会
☎
　（
　
）

047
345

９
９
９
２（
平
日
　
時
～
　
時
）へ

10

15

◆
経
済
セ
ン
サ
ス
 
基
礎
調
査
に
ご

協
力
を
　
全
事
業
所
の
産
業
や
従
業

者
規
模
な
ど
の
基
本
構
造
を
調
査
す

る
た
め
に
、
７
月
１
日
現
在
で
実
施
。

６
月
中
旬
か
ら
顔
写
真
入
り
の
「
調

査
員
証
」
を
持
っ
た
調
査
員
が
各
事

業
所
を
訪
問
。
問
行
政
管
理
課

－

－

－

分別②家庭用パソコン

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

◎
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
講
習
会
…
６
月
7
日
日
　
時
か
ら
総
合
公
園
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
で
。高
校
生
以
上
。月
額
使
用
料

１０

市
民
千
　
円
、市
民
以
外
２
千
　
円
。当
日
会
場
受
付
。軟
ら
か
い
靴
や
印
鑑
を
持
参
。問
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
２
５
 
１
１
５
５

３６０

４０

－

　各家庭から廃棄されるパソコンは、平
成１５年１０月から、パソコンの製造者と輸
入販売業者（メーカーなど）が回収・リ
サイクルするように国に義務付けられま
した。回収されたパソコンを再資源化
し、新しい形で資源として再び活用する
ためです。
　対象となるパソコンの範囲は、デスク
トップパソコン（本体）やノートブック
パソコン、パソコン用ディスプレイ（ブ
ラウン管、液晶タイプ）です。マウスや
キーボード、ケーブルなどの標準添付品
も対象になります。
　なお、廃棄する方は、リサイクル料金
を負担することになります。
　廃棄の手順は、①製品の製造・販売メ
ーカーに回収を申し込む、②本体にＰＣ
リサイクルマークがついていない製品
は、各メーカーごとに決められた方法で
リサイクル料金を支払う、③料金支払い
後に送られてくる宅配便の伝票でメーカ
ーに送付する、という流れになります。

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：５５２件　　　　　　前年比（－４６件）
空 き 巣　４１件（－９件）　忍び込み　１０件（－１０件）
ひったくり　３７件（＋２６件）　自動車盗　１４件（－７件）
自転車盗　１２２件（＋２８件）　車上狙い　７４件（＋１９件）
そ の 他　２５４件（－９３件）

野田警察署管内（平成２１年４月３０日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：７０件　　　前年比（＋５件）
死亡者　１人（＋１人）　負傷者　８８人（＋１４人）

野田警察署管内（平成２１年４月３０日現在）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
４月の発生件数：７件　　２１年累計（２４件）
建物火災　４件（１４件）　　林野火災　１件（１件）
車両火災　０件（２件）　　そ　の　他　２件（７件）

　
市
報
に
漫
画
「
の
だ
っ
こ
ダ
イ

ち
ゃ
ん
」
を
連
載
さ
れ
て
い
た
 出
 
い
で

 野
  元
  山
 （本
名
・

の
 が
ん
 ざ
ん

 明
 ）さ
ん
が
４
月

あ
き
ら

　
日
、
柏
市
の
病
院
で
逝
去
さ
れ

20ま
し
た
。　
歳
で
し
た
。

75

　
出
野
さ
ん
は
、
清
水
に
在
住
さ

れ
、
昭
和
　
年
４
月
１
日
号
か
ら

38

ほ
ぼ
毎
月
休
む
こ
と
な
く
、　
年
46

き
く
は
ば
た
け
」
と
い
う
意
味
を

込
め
、「
明
る
く
元
気
に
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
最
後
の
作
品
が

掲
載
と
な
っ
た
５
月
１
日
号
ま
で
、

　
本
の
作
品
を
連
載
し
て
く
だ
さ

548い
ま
し
た
。「
野
田
に
こ
だ
わ
っ
た

作
品
を
描
き
た
い
」
と
、
一
度
描

い
た
作
品
を
手
直
し
さ
れ
る
こ
と

も
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。

　
永
い
間
、楽
し
く
元
気
な
作
品

を
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
作
品
に
は
「
野
田
っ
子
よ
、
大

「
の
だ
っ
こ
ダ
イ
ち
ゃ
ん
」作
者

　
　
　
　
　
   出
野
元
山
さ
ん
逝
去

間
に
わ
た
り

「
の
だ
っ
こ

ダ
イ
ち
ゃ

ん
」
を
描
き

続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
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人口と世帯：人口＝１５７,０７１人／男＝７８,９２２人、女＝７８,１４９人／世帯数６０,６９６世帯 （Ｈ２１．５．１現在）

さくらちゃん

（１５.６.１１生） 
〔舟橋光輝・洋子さん（長女）・野田〕

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

父の遺産である土地建
物を兄妹３人で相続す

ることになりました。その
建物に兄一家が住んでおり、
今後も住みたいといってい
ますが、遺産分割はどのよ
うにすればよいでしょうか。
遺言で各相続人の相続
する財産が具体的に示

されている場合は、遺産分
割協議は必要ありませんが、
遺言がない場合は、遺産分
割協議によって、だれがど
の程度の財産を相続するか
を決めることになります。
　したがって、遺産が兄一
家の住む土地建物だけの場

合、①代償分割として、土
地建物を兄に相続させ、自
分と妹は相続分に見合う金
銭を兄から支払ってもらう、
②土地建物を３人の共有と
し、それぞれが平等な権利
を持つ、③換価分割として、
土地建物を売却し、売却代
金を平等に分け合う、の３
つの方法があります。
　どの方法を選択するか、
兄妹３人が合意する必要が
あります。
　もし協議がまとまらない
場合、家庭裁判所に遺産分
割の調停を申し立てるとよ
いでしょう。

Ｑ

Ａ

　土地建物の
　　遺産分割の方法は

　クレジットカードの支払いや消費者ローン
の返済のために、家計が成り立たなくなった
り、返済が滞ったりする方が増えています。
　自分の収入で借金を返済できない状況にな
ってしまい、返済のための借金を繰り返すと、
多重債務に陥ります。

　もしこのような状態に陥ってしまったら、
できるだけ早く借金の整理をして、生活を立
て直さなくてはなりません。
　借金問題は必ず解決します。一人で抱え込
まずに、まずは消費生活センターへご相談く
ださい。
　なお、５月２６日火には、弁護士による無料
相談会を市役所で実施します。予約制ですの
で、事前にセンターへお申し込みください。

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　６月の講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・３日水、５日金、１４日日…１０時～
　・７日日…１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・２日火、４日木、７日日…１０時～
　・７日日…１５時３０分～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・３日水、６日土、１０日水
　　　　　　　　…１１時、１３時、１７時、１９時～
　

※いずれも対象は高校生以上
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

   蓮  心 ちゃん・
はす み

 来  心 ちゃん・
くる み

 悠  太  朗 くん
ゆう た ろう

（１３.１０.２３生） （１６.２.１０生） （１１.１０.１２生）
〔坂田道昭・光子さん（長女・二女・長男）・鶴奉〕

借金の返済でお困りの方に相談会を

　
団
員
と
し
て
の
規
律
や
部
隊
行
動
の
基
礎
を
身
に

つ
け
よ
う
と
、
４
月
　
日
、
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
公
園

19

で
、「
野
田
市
消
防
団
規
律
訓
練
」
が
行
わ
れ
、　
人
588

が
参
加
し
た
。

　
今
春
は
　
人
が
入
団

63

し
、当
日
参
加
し
た
　
人
48

は
、指
導
員
か
ら「
指
揮

者
の
号
令
を
よ
く
聞
い

て
、次
の
指
示
を
予
測
す

る
よ
う
に
」と
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、訓

練
に
汗
を
流
し
て
い
た
。

緊
張
し
た
面
持
ち
で

　
　
新
人
消
防
団
員
の
初
訓
練

先輩団員たちは放水訓練も

　
市
が
ビ
オ
ト
ー
プ（
生
物
生
息
空
間
）化
を
進
め
る

江
川
地
区（
約
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
）で
、４
月
　
日
、減
農
薬・

90

26

有
機
肥
料
を
使
っ
た
米
づ
く
り
を
行
う「
水
田
型
市
民
農

園
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
当
日
は
、市
内
外
か
ら

応
募
し
た
家
族
連
れ
な
ど

約
　
人
が
、田
植
え
に
挑

260
戦
。初
め
て
の
参
加
者
も

多
く
、ぬ
か
る
ん
だ
泥
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、手
で
一

本
一
本
植
え
る
と
、さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
た
。

自
然
い
っ
ぱ
い
の
江
川
で

　
　
減
農
薬
の
米
づ
く
り
ス
タ
ー
ト

「多く実をつけてね」と願いを込めて



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
譲
り
ま
す
】

連
絡
が
な
い
場
合
で
も
、
市
報
に
掲
載

さ
れ
て
か
ら
１
か
月
間
家
庭
で
保
管
し

て
く
だ
さ
い

○
不
用
品
の
引
き
取
り
は
、
提
供
者
と

希
望
者
の
間
で
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い

○
提
供
者
は
、
複
数
の
希
望
者
か
ら
の

連
絡
を
受
け
た
場
合
で
も
、
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い

○
生
き
物
や
食
品
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

６
月
の
資
源
回
収

◆
資
源
回
収
＝
収
集
す
る
予
定
で
す

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
不
用
品
を
、
も

う
一
度
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
利
用
方
法

①
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
で
市

に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
の
審

査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希
望
者
は
直

接
、
連
絡
・
交
渉
す
る
と
い
う
形
で
す
。

　
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額
（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」の
価
格
応
談
は
不
可
）を
記
入
し

て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
清

278

掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ

ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
用
品
提
供
者
は
、
希
望
者
か
ら
の

―

バ
ス
で
行
く
　
　
 

公
共
施
設
等
見
学
会

　
市
の
仕
事
や
施
設
な
ど
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
バ
ス

で
行
く「
公
共
施
設
等
見
学
会
」を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
　
日
水
８
時
　
分
～
　

24

50

15

時（
予
定
）

【
集
合
場
所
・
時
間
】
市
役
所
・
８
時

　
分
／
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
・
９
時
　
分

50

20

い
ず
れ
も「
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
」

【
コ
ー
ス（
予
定
）】
市
役
所（
集
合
）
師

い
ち
い
の
ホ
ー
ル（
集
合
）
師
県
立
関
宿

城
博
物
館
師
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
師
い

ち
い
の
ホ
ー
ル（
昼
食
・
自
由
）
師
農
産

物
直
売
所
「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」
師
清

掃
工
場
師
市
役
所（
解
散
）
師
い
ち
い
の

ホ
ー
ル（
解
散
）

【
定
員
】　
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

30

は
抽
選
）

【
参
加
費
】
県
立
関
宿
城
博
物
館
の
入

館
料
　
円
（
中
学
生
以
下
や
　
歳
以
上

200

65

の
方
は
無
料
）

【
持
ち
物
】
ス
リ
ッ
パ
・
筆
記
用
具

【
申
込
み
】
６
月
８
日
月
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
参
加
者
全
員
（
１
枚
で
２
人

ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
集
合
場
所
、
市
報
に
関
す
る
意

見
を
明
記
し
、
〒
　
 

８
５
５
０
野
田

278

市
役
所
秘
書
広
報
課
「
公
共
施
設
等
見

学
会
」
係
へ

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

―

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

品
　
物
　
名

パ
ソ
コ
ン
ラ
ッ
ク

パ
イ
プ
２
段
ベ
ッ
ト

学
習
机

水
槽

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

工
業
ミ
シ
ン

プ
リ
ン
タ
ー
イ
ン
ク

ス
テ
レ
オ
Ｃ
Ｄ
ク

ロ
ッ
ク
ラ
ジ
オ

購
入
年

平
成
　14

平
成
　13

平
成
　10

不
明

平
成
　15

不
明

平
成
　21

平
成
　21

希
望
金
額

無
料

３
千
円

３
千
円

無
料

無
料

無
料

無
料

４
千
円

備
　
　
　
考

ス
テ
ン
レ
ス
製
・

幅
　
㎝
×
高
さ
　

54

150

㎝
×
奥
行
き
　
㎝
55

色
・
ピ
ン
ク
×
ブ

ル
ー

イ
ト
ー
キ
製
・
棚

付
ハ
イ
タ
イ
プ

ニ
ッ
ソ
ー
製
・
幅

　
㎝
×
高
さ
　
㎝

190

45

×
奥
行
き
　
㎝
45

　
イ
ン
チ

26ブ
ラ
ザ
ー
製
、

Ｄ
Ｂ
２
 
８

７
６
３
 
５
――

キ
ャ
ノ
ン
製
、Ｂ
Ｃ

Ⅰ
 
６
シ
リ
ー
ズ

６
色―

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
製

連
　
絡
　
先

エ
ギ
緯
７
１
２
３
・
０
１
３
２

（
　
時
以
降
）、
取
り
に
来
ら
れ
る
方

18武
田
緯
７
１
９
８
・
７
０
３
０

高
橋
緯
７
１
２
３
・
０
４
０
５

（
　
時
以
降
）、
取
り
に
来
ら
れ
る
方

19青
沼
緯
７
１
２
７
・
０
０
４
３

澤
登
緯
７
１
２
４
・
１
１
８
９

取
り
に
来
ら
れ
る
方

御
園
緯
７
１
２
９
・
７
４
１
５

関
根
緯
７
１
２
７
・
３
６
３
２

取
り
に
来
ら
れ
る
方

品
　
物
　
名

ワ
ー
プ
ロ

電
気
釜

希
望
金
額

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

備
　
　
　
　
考

東
芝
製
・
ル
ポ
Ｊ
Ｗ
０

５
Ｐ
Ｖ

２
～
３
合
用

連
　
　
絡
　
　
先

中
嶋
緯
７
１
２
２
・
１
７
４
０

小
澤
緯
７
１
３
８
・
０
５
６
６

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ノ
ア
遊
園
地
側
駐
車
場

（
日
光
街
道
沿
い
）、花
井
児
童
遊
園

／
②
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
＝
玉

葉
橋
下
手
、
今
上
八
幡
神
社
前
、
野

田
橋
下
手
、
江
戸
川
自
動
車
前
、
川

間
鉄
橋
下
手
、
金
野
井
大
橋
上
手
、

関
宿
滑
空
場
前
、
宝
珠
花
橋
下
手
、

関
宿
橋
下
手
の
土
手

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

　
ご
み
の
散
乱
防
止
や
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
ま
た
、

河
川
敷
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、

今
年
も
５
月
　
日
日
に
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ

31

運
動
」
と
「
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、８
時
　
分
ま
で
に
直
接
各

30

集
合
場
所
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い

（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）。

【
集
合
場
所
】
①
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
＝



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
市
で
は
、「
高
齢
期
に
入
る
前
か
ら
の

積
極
的
な
介
護
予
防
」
と
、「
市
民
同
士

で
支
え
る
健
康
づ
く
り
」の
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
い
こ
う
と
、平
成
　
年
度
か
ら
、

18

市
独
自
の「
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
開
始
以
来
、
団
塊
の
世
代
を
含

む
若
い
世
代
か
ら
、
高
齢
期
に
入
っ
て

も
介
護
状
態
に
な
ら
ず
、
元
気
な
高
齢

期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

　
歳
以
上
の
高
齢
者
向
け
の
「
健
康
づ

65く
り
教
室
」
や
、　
歳
か
ら
　
歳
ま
で

40

64

の
中
高
年
向
け
に
栄
養
指
導
や
運
動
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
ス
マ
ー
ト
ダ
イ

エ
ッ
ト
教
室
」
を
開
催
し
、
多
く
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
報
告
会
を
開
催

　
　
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
全

20
て
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
同
事
業
の
成

果
報
告
な
ど
を
行
う
「
健
康
づ
く
り
体

感
フ
ェ
ア
２
０
０
９
」
を
、
５
月
　
日
24

日
　
時
～
　
時
　
分
、
市
役
所
８
階
大

10

12

15

会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

　
報
告
会
で
は
、
田
中
喜
代
次
氏
（
筑

波
大
学
大
学
院
教
授
）
に
よ
る
「
生
活

習
慣
病
予
防
に
よ
る
元
気
長
寿
の
実
現
」

と
題
し
た
講
演
や
今
年
度
の
事
業
説
明

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
独
自
の
介
護
予
防
体
操

「
え
だ
ま
め
体
操
」
や
、
日
ご
ろ
か
ら

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
運
動
な
ど
も
体

験
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
、
高
齢
者
福
祉
課
　

―

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
代
別
に
期

間
を
分
け
て
、「
乳
が
ん
検
診
」を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
８
日
月
～
９
月
　
日
火
の
　
日

29

35

間
で
、
昭
和
　
年
３
月
　
日
以
前
に
生

35

３１

ま
れ
た
方（
　
歳
以
上
）を
対
象
に
、
マ

50

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
集
団
検
診
を
行

い
ま
す
。

　
検
診
開
始
日
の
２
週
間
前
に
、
受
診

券（
は
が
き
）を
発
送
し
ま
す
が
、
指
定

日
時
に
都
合
が
悪
い
方
は
、
５
月
　
日
25

月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
早
め
に

保
健
セ
ン
タ
ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
実
施
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
過
去
３
年
間
未
受
診
で
、
今
回
受
診

を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て

い
る
方
や
豊
胸
手
術
を
受
け
て
い
る
方

は
、破
損
の
危
険
が
あ
る
た
め
、検
査
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昭
和
　
年
４
月
１
日
～
　
年

45

55

３
月
　
日
生
ま
れ
の
方（
　
代
）の
視
触

３１

30

診
と
、
昭
和
　
年
４
月
１
日
～
　
年
３

35

45

月
　
日
生
ま
れ
の
方（
　
代
）の
マ
ン
モ

３１

40

グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
検
査
は
、　
月
～
　

10

11

月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

　
 　
歳
以
上
の
方
に

50
　
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で「
乳
が
ん
検
診
」

健
康
づ
く
り
体
感
フ
ェ
ア
２
０
０

健
康
づ
く
り
体
感
フ
ェ
ア
２
０
０
９９

　
介
護
予

介
護
予
防防
をを
めめ
ざ
し
た

ざ
し
た

　
　
　
　
　
講
演
講
演
やや
運
動
運
動
のの
体
験
体
験
なな
　

　
どど 

６月８日か　
　 ら 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
ご
ろ
の
食

生
活
か
ら
健
康
に
注
意
し
て
い
た
だ
こ

う
と
、
料
理
紹
介
や
運
動
指
導
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
室
・
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
５
月
　
日
金
９
時
　
分
～
　
時
　
分

29

30

13

30

保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
管
理
栄
養
士
に
よ

る
「
カ
ロ
リ
ー
控
え
め
の
バ
ラ
ン
ス
の

い
い
食
事
」
と
題
し
た
講
話
と
調
理
実

習
。
先
着
　
人
。
参
加
費
　
円
。
エ
プ

30

300

ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
を
持
参
。

②
健
康
づ
く
り
教
室

　
６
月
　
日
～
９
月
　
日
の
木
９
時
　

11

10

30

分
～
　
時
　
分
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
全

11

30

　
回
。
運
動
や
栄
養
な
ど
の
健
康
に
関

12す
る
知
識
や
、
手
軽
に
で
き
る
運
動
方

法
を
学
び
、
自
ら
の
健
康
づ
く
り
を
行

い
、
さ
ら
に
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の
教
室
。
対

象
は
　
歳
以
上
の
市
民
（
は
つ
ら
つ
教

65

室
に
参
加
し
た
方
や
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
不
可
。
治
療
中
の
方
は
主

治
医
の
許
可
が
必
要
）。
先
着
　
人（
全

20

回
参
加
で
き
る
方
を
優
先
）。

③
骨
太
教
室

　
６
月
　
日
水
は
川
間
公
民
館
、
６
月

24

　
日
月
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
い
ず
れ

29も
９
時
　
分
～
正
午
。
骨
を
丈
夫
に
す

30

る
た
め
の
簡
単
な
運
動
や
料
理
の
紹
介

な
ど
。
骨
密
度
の
測
定
も
。
お
お
む
ね

　
歳
ま
で
の
市
民
。
各
回
先
着
　
人
。

64

20

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
健
康
手
帳
（
お

持
ち
の
方
）、
上
履
き
（
川
間
公
民
館
の

み
）
を
持
参
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
①
②
は
５
月
　18

日
月
か
ら
、
③
は
５
月
　
日
金
か
ら
、

15

電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
へ

―

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
各
種
教
室

　
高
齢
者
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防

れ
も
水
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。
そ
の

13

30

15

30

ほ
か
「
は
つ
ら
つ
教
室
」
に
参
加
し
、

実
習
２
回
あ
り
。

【
定
員
】
先
着
　
人
（
全
回
参
加
で
き

30

る
方
を
優
先
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
５
月
　
日
月
か

18

ら
、
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
２
５
 
１
１
８
８
へ

―

高
齢
者
の
介
護
予
防
の
手
助
け
を

の
理
論
や
知
識
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
心
構

え
な
ど
を
学
習
す
る
「
介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
研
修
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
　
日
、　
日
、
７
月
８

10

24

日
、　
日
、　
日
、
８
月
５
日
。
い
ず

22

29



２８０
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時
怯休日急患歯科診療…９時～正午

素
に
よ
る
凍
結
療
法
が
主
で
、
内
服
薬
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　「
み
ず
い
ぼ
」は
、
乾
燥
肌
の
児
童
、
特
に
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
の
子
ど
も
の
皮
膚
に
、
プ
ー
ル
や
お
風

呂
な
ど
の
水
中
で
感
染
し
ま
す
。

　
予
防
は
、
プ
ー
ル
か
ら
上
が
っ
た
ら
、
よ
く
シ
ャ

ワ
ー
で
体
を
洗
い
流
す
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
日
ご

ろ
か
ら
肌
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
治
療
は
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
一
つ
ず
つ
、
つ
ま
み
取

る
の
が
確
実
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
プ
ー
ル
に
入
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
早
め
に
治
療
し
、
ほ
か
の
人
に
感
染
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｆ
）

「
い
ぼ
」と「
み
ず
い
ぼ
」

　
一
般
に
皮
膚
か
ら
盛
り
上
が
り
、
表
面
が
ブ
ツ
ブ

ツ
と
し
て
い
る
も
の
を
「
い
ぼ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
代
表
的
な
も
の
に
 尋
 
じ
ん

 常
 
じ
ょ
う

 性
  疣
  贅
 （い
ぼ
）と

せ
い
 ゆ
う
 ぜ
い

 伝
  染
 

で
ん
 せ
ん

 性
  軟
  属
  腫
 （み
ず
い
ぼ
）が
あ
り
ま
す
。

せ
い
 な
ん
 ぞ
く
 し
ゅ

　
「
い
ぼ
」
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
感
染
し
、
手
の
ひ

ら
や
足
底
に
、
固
く
中
央
が
黒
い
点
状
の
ボ
ツ
ボ
ツ

と
し
た
い
ぼ
を
生
じ
ま
す
。

　
プ
ー
ル
な
ど
で
感
染
す
る
こ
と
が
多
く
、
足
底
に

で
き
た
も
の
は
、「
 魚
 の
目
」と
間
違
わ
れ
て
い
る
こ
と

う
お

が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
に「
魚
の
目
」は
で
き
に
く

く
、
多
く
の
場
合
は「
い
ぼ
」で
す
。
治
療
は
液
体
窒

【
日
時
】
い
ず
れ
も
６
月
４
日
木
　
時
か
ら

13

【
会
場
】
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

【
応
募
方
法
】
５
月
　
日
火
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

26

か
野
田
市
歯
科
医
師
会
☎
７
１
２
３
 
１
３
６
１
へ

③
８
０
２
０
運
動
の
標
語
　
む
し
歯
や
歯
ぐ
き
の
病

気
の
予
防
、
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
標
語
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
８
０
２
０
運
動
の
普
及
作
文
　
　
字
詰
め
原
稿
用

400

紙
５
枚
以
内
で
、
む
し
歯
や
歯
ぐ
き
の
病
気
の
予
防

に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

【
資
格
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
で
、
④
は
　20

歳
以
上

【
応
募
方
法
】
６
月
２
日
火
必
着
で
、
標
語
か
作
文

・
題
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
③
は
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
、
〒
　
 
０
０
０
３
鶴
奉
７
 
４
保
健
セ
ン
タ

278

ー
内
野
田
市
歯
科
医
師
会
思
７
１
２
３
 
１
３
６

１
、電
子
メ
ー
ル
＝nsda8020@

fancy.ocn.ne.j

         
              p  

へ
、
④
は
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

―

―

―

―

　「
８
０
２
０
」は「
ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・
マ
ル
」と

読
み
、「
８
０
２
０
運
動
」
と
は
「
　
歳
に
な
っ
て
も

80

　
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」
と
い
う
運
動
で
、

20単
に
歯
を
残
す
だ
け
で
な
く
、健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

高
齢
期
を
充
実
し
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
人
間
の
生
命
活
動
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
食
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
歯
の
寿
命

は
、
長
く
な
っ
た
人
間
の
平
均
寿
命
に
追
い
つ
い
て

い
な
い
の
が
現
状
で
、
失
う
原
因
の
中
で
一
番
多
い

の
が
、
歯
周
病
と
む
し
歯
で
す
。

　
歯
の
健
康
は
、全
身
の
健
康
に
も
良
い
結
果
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。８
０
２
０
運
動
を
機
会
に
、生
活

リ
ズ
ム
の
改
善
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
よ
く
か

ん
で
食
べ
る
こ
と
や
、食
後
の
は
み
が
き
を
怠
ら
な
い

こ
と
な
ど
、で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
。

出
場
者
や
標
語
・
作
文
を
募
集

　
８
０
２
０
運
動
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
市
と

野
田
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
や

標
語
、
作
文
を
募
集
し
ま
す
。
優
勝
者
と
優
秀
な
作

品
は
、
県
に
推
せ
ん
し
ま
す
。

①
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
　
平
成
　
年
４

20

月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
に
、
三
歳
児
健
康
診
査
を

21

31

受
診
し
た
幼
児
と
そ
の
親
で
、
歯
の
健
康
が
優
れ
て

い
る
親
子
を
表
彰
し
ま
す
。

②
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
　
市
内
在
住
で
、

４
月
１
日
現
在
　
歳
以
上
で
、自
分
の
歯（
か
ぶ
せ
た
歯
、

80

さ
し
歯
も
可
）が
　
本
以
上
あ
り
、歯
の
健
康
が
優
れ

20

て
い
る
高
齢
者
を
表
彰
し
ま
す
。

８
０
２
０
運
動
で
標
語
や
普
及
作
文
を
募
集

　
　
歳
で
　
本
以
　
　
上 
の
健
康
な
歯
を

80

20

訪
問
に
よ
る
機
能
訓
練

　
理
学
療
法
士
や
保
健
師
が
家
庭
に
訪
問
し
、
機
能

訓
練
方
法
や
住
宅
改
造
な
ど
の
相
談
や
指
導
を
無
料

で
行
い
ま
す
。

　
対
象
は
、　
歳
～
　
歳
の
市
民
で
、
病
気
や
け
が

40

64

な
ど
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、

訓
練
を
行
う
必
要
の
あ
る
方
で
す
（
介
護
保
険
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は
不
可
）。

【
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

リ
ウ
マ
チ
交
流
会

　
リ
ウ
マ
チ
の
病
状
や
日
常
生
活
で
悩
ん
で
い
る
方

を
対
象
に
、
痛
み
と
心
を
癒
す
た
め
の
意
見
交
換
の

場
と
な
る
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
１
日
月
正
午
～
　
時
15

【
会
場
・
参
加
費
】
中
根
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
無
料

【
問
合
せ
】
野
田
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
・
常
陸
☎
７
１

２
２
 
６
７
４
６

―



中毒
１１０番

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

煙（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒などで
起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０番（３６５
日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日９時～２１
時）＝☎０２９（８５２）９９９９
煙日高病院中毒情報センター（９時～１９時）＝☎０２７（３６２）６２０１

◯外 
＝
外
科
　
◯内 
＝
内
科
　
◯産 
＝
産
婦
人
科

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
毎
月
第
１
・
３
・
４
土
曜
日
／
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１８

３０

２０

３０

／
関
宿
南
部
公
民
館
＝
毎
月
第
１
日
曜
日
／
　
時
～
　
時
　
分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
―
３
０
５
０

１３

１５

３０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…
　
日
・
　
時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎
　（
　
）９
９
２
２（
無
料
）

０７２

７２６

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※１　療育相談は整形外科的心配のあ

る１８歳未満の方が対象です。
※２　エイズ検査は、クラミジア、梅

毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査も同
時に検査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談乳がん検診胃がん検診栄養･歯科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

6
月

受付：９時３０分
　　　～１１時３０分
会場：下記会場

受付：９時～１０時３０分
　　　１３時～１４時３０分
会場：下記会場
※予約制のため日時の変
更を希望される場合は、
必ず連絡をしてください

受付：８時～９時３０分
会場：下記会場

（歯科の受付時間）
受付：１０時～１１時
　　　１３時～１４時
会場：下記会場

（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、
３歳６か月で通知
5歳児健康診査は、
幼稚園や保育所など
で健診を受ける機会
のない幼児（申込制）
両親学級の申し込み
は電話で
会場：下記会場

受付：ＢＣＧ予防接
種のみ＝１３時１５分～
１３時３０分／ポリオ＝
１３時１５分～１４時１５分
会場：下記会場
麻しん風しん混合・
ジフテリア百日せき
破傷風・ジフテリア
破傷風・日本脳炎は、
各医療機関で実施中

保健センター両親学級Ⅱ
（保健センター）月１

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）保健センター１歳６か月児健康診査
（保健センター）火２

エイズ検査１３時３０分～１４時３０分、１７時３０分～１８
時３０分（予約制・匿名・無料）※２保健センター１歳６か月児健康診査

（保健センター）水３
精神障害回復者グループ小枝の会１０時
～正午（予約制）七光台会館保健センター離乳食講習会

（関宿保健センター）木４
保健センター金５

土６
◯外 ＝須藤整形外科（緯７１２２－１２２１）／◯内 ＝青木クリニック（緯７１９８－７８６４）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日７

保健センター
（予約制）北コミュニティセンター両親学級Ⅰ－①

（関宿保健センター）月８

女性のための健康相談１３時１５分～１６時（予約制）関宿保健センター北コミュニティセンター
２歳３か月児歯科相談
栄養相談会
（保健センター）

ポリオ（保健センター）火９

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）関宿保健センター３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水１０

低体重児健康相談１３時～１３時３０分（個別通知）保健センター関宿保健センター
（予約制）福田公民館木１１

保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金１２

土１３
◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝大槻医院（緯７１２７－３４２４）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日１４

保健センター両親学級Ⅰ－②
（関宿保健センター）月１５

関宿保健センター
（予約制）保健センター三歳児健康診査

（保健センター）火１６
エイズ検査９時～１０時（予約制・匿名・無料）※２
精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）

保健センター
（予約制）関宿保健センター三歳児健康診査

（保健センター）水１７
精神障害回復者グループ小枝の会１０時
～正午（予約制）谷吉会館保健センター

（予約制）北コミュニティセンター離乳食講習会
（保健センター）

１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）木１８

保健センター
（予約制）北コミュニティセンター三歳児健康診査

（関宿保健センター）金１９
土２０

◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝はたのこどもクリニック（緯７１２３－７１２１）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日２１
保健センター２歳３か月児歯科相談

（保健センター）
両親学級Ⅰ－③
（関宿保健センター）月２２

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）保健センター２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）

５歳児健康診査
（保健センター）火２３

南コミュニティセンター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水２４

療育相談１３時～１３時１５分島会館保健センター
（予約制）南コミュニティセンター３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種

（関宿保健センター）木２５
保健センター
（予約制）関宿保健センター金２６

土２７
◯外 ＝門倉医院（緯７１２４－５３１１）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日２８

保健センター両親学級Ⅱ
（関宿保健センター）月２９

保健センターポリオ（関宿保健センター）火３０


